
カルボニル化合物の反応
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下の図式の各空欄に適当な反応中間体を構造式で描き、反応経路を完成させよ。

(2) 上の反応から類推し、アセトンを出発物質として下のような反応を試みたが、2-ペンタノンを得ることは
できなかった。どうしてか。理由を簡単に説明すると共に、この反応の主要生成物を構造式で示せ。
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９．次の各反応の経路を図式を用いてできるだけ詳しく説明しなさい。考えられる反応中間体はすべて記すこ

と。
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